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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 個人情報保護法に関するアチーブメントテストを6月15日～20日に行うため、各自勉強しておいて下さい。Ｗｉｚの掲示板をみるようにして下さい。

· 栄養管理室より～先月末から、洗浄機に箸が巻き込まれ、破損するという事が相次いでいます。患者様・利用者様の中で、箸やスプーンを食器と一緒にプールに入れている方がいらっしゃる為だと思われます。洗浄機の故障にも繋がりますので、箸・スプーン等は所定の場所に片付けるよう、声かけお願い致します。

· 井上　和美様・佐々木　善孝様・上久保　善郎様

6月8日（水）皮膚科診察になります。

· 5月のカルテチェックをお願いします。終了後、カルテチェック表に記載お願いします。

＜ＳＳＴミーティング＞

・Ａグループ：短期目標の評価、話題を見つけた会話の仕方を行っています。アプローチをしていく患者様に働きかけにより、雰囲気が盛り上がっていき、後半には、うつむいている方はなく、リーダーに視線を向け的確な意見が聞かれていました。

　 次回の課題→6月の短期目標の設定

・Ｂグループ：短期目標の評価、苦手な人との会話の仕方を行っています。前半は、暗い雰囲気でしたが、スタッフ介入にて発言が見られ、後半は和やかな雰囲気へ移行してきました。

次回の課題→6月の短期目標の設定

・Ｃグループ：短期目標の評価を行っています。短期目標を忘れている患者様がいました。自主的な発言はほとんど見られず、スタッフ介入にて発言促しています。


次回の課題→6月の目標設定

· Ｄグループ：短期目標の評価を行っています。短期目標については、殆どが挙手で答えることができています。自己評価も70～80点と高い評価ができています。雰囲気も良く進行できました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次回の課題→6月の目標設定

＊次回より、新グループでＳＳＴを実施していきます。

　目標設定時、同じ目標ではなくステップアップしながら、日常生活で活用できる目標にしていきましょう。

＜対人関係援助チーム＞

・SSTについて

今後、各グループごとに達成目標を立案していく予定です。詳細は、6月4日の委員会で検討するため、後日お知らせします。

＜褥瘡対策委員会＞

皮膚の構造と創の分類についての勉強会を実施しています。

詳細は、次ページ参照して下さい。　　　　　　
	特徴
	【浅い褥瘡】　　　　　　　　　　　　　　　

表皮の基底細胞が残っているので割合
に表皮の再生がし易い。
	【深い褥瘡】

表皮は出来ず傷が盛り上がって上皮が形成されて治るが傷痕が残る。

	深度
	１度

圧迫を除いても発赤、紅斑が持続する状態


	２度

表皮まではとどいていない皮膚障害。殆どは水疱や糜爛、浅い潰瘍のような状態。湿潤に痛みが伴う
	3度

筋膜までとどいていない皮膚障害。真皮をこえて皮下脂肪層まで障害が及んでいる褥瘡。


	4度

筋膜や腱、関節包、骨まで達した皮膚障害

	表皮
	発赤、紅斑：火傷した皮膚のようにはっきりした赤い斑点


	糜爛、紅斑、水疱
	
	

	真皮
	
	紅斑、水疱
	
	

	皮下組織

	
	
	浸出液、細菌感染と黄色い膿、組織の壊死
	

	筋肉組織


	
	
	
	浸出液、細菌感染と黄色い膿、壊死組織


皮膚の構造と創の分類
＜三上Ｄｒ勉強会＞

昭和32（1957）年、日本糖尿病学会が、次いで昭和36年（1961）年、日本糖尿病協会（日糖協）が設立。日糖協は、日本糖尿病学会の指導のもとに、糖尿病の治療およびに予防に関する知識の普及を図り、あわせて会員の福祉を図ることを目的にした。これを母体として、昭和62（1987）年、社会法人　日本糖尿病協会が設立された。糖尿病に関する正しい知識の普及・啓蒙、糖尿病患者を有する家族の教育指導、糖尿病に関する調査・研究を行うことにより、国民の健康に寄与することを目的とした。

構成員は、糖尿病患者やその家族を中心に、医師、看護師、栄養士、臨床検査技師、薬剤師、健康運動指導士などの医療スタッフにも及ぶ。

今後の活動を、（社）日本糖尿病学会や日本糖尿病財団、そして厚生労働省や地域の行政機関などと連携下で進んでいる。

事業活動としては、全国的には、毎年11月第2週に、（社）日本糖尿病学会と共催で行われている全国糖尿病週間の実施がある。小児糖尿病の生活講習会（サマーキャンプ）も重要です。これらは主として各支部の努力で行われている。

出版活動としては、一般向けに「月刊糖尿病ライフ　さかえ」、医療スタッフ向けに「プラクチス」（隔月刊）を編集し、（社）日本糖尿病学会編集になる「食品交換表」、「糖尿病治療の手引き」などの発行を行っている。

その他、糖尿病カード、糖尿病手帳、SMBGノート、海外旅行のための英文カードなどがある。

今回は糖尿病手帳を実際に見ることができました。

　　　　　　　　　　　　　　　




























